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領域
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校地

主催学部等
学
期

曜
日
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限

科目名（英語） 担当教員名
配当
年次

単
位

　履修上の注意　※初回授業に出席して必ず担当教員の指示
を受けること。

教室（収容定員）
※教室変更される場合があります。

GIS 春 月 3 Marketing Management 福岡  賢昌 3-4 2 300 level 【下記(注1）参照】 F407（48）

火 4 Introduction to Strategic Management 安藤　直紀 1-4 2 BT1001(24)

水 1 Introduction to Accounting 北田　皓嗣　 1-4 2 BT0606（30）

月 3 Introduction to Finance 岸本　直樹 1-4 2 BT0803（24）

木 2 Introduction to Informatics 児玉　靖司 1-4 2 BT0402情報実習H(26)

GIS 火 1 Foundations of Finance Eyo 2-4 2 200 level　Prerequisiteあり　【下記(注1）参照】 S601（36）

人間環境 火 3 Global Human Resources Management 長峰　登記夫 1-4 2 BT0901（24）

水 1 Japan and the Global Economy A 渡部　亮 1-4 2 経済学部棟103教室(403)

火 3 Business Communication I A グレン ファーン 2-4 2 経済学部棟214教室(52)

火 4 Business Communication I A グレン ファーン 2-4 2 経済学部棟214教室(52)

火 3 Business Communication II A ジュリア　ヨング 3-4 2 経済学部棟312教室(52)

火 4 Business Communication II A ジュリア　ヨング 3-4 2 経済学部棟312教室(52)

月 3 Business Research Seminar A 中谷　安男 3-4 2 経済学部棟215教室(52)

水 1 Japan and the Global Economy B 渡部　亮 1-4 2 経済学部棟103教室(403)

火 3 Business Communication I B グレン ファーン 2-4 2 経済学部棟214教室(52)

火 4 Business Communication I B グレン ファーン 2-4 2 経済学部棟214教室(52)

火 3 Business Communication II B ジュリア　ヨング 3-4 2 経済学部棟312教室(52)

火 4 Business Communication II B ジュリア　ヨング 3-4 2 経済学部棟312教室(52)

月 3 Business Research Seminar B 中谷　安男 3-4 2 経済学部棟215教室(52)

金 2 English for Global Politics パーキンズ 2-4 2 F502（48）

金 3 English for Global Politics パーキンズ 2-4 2 F502（48）

金 4 English for Global Politics パーキンズ 2-4 2 F502（48）

月 6 English for Global Politics ターロフスキー 2-4 2 S401（36）

水 6 English for Global Politics ターロフスキー 2-4 2 S401（36）

火 2 International Politics 森　聡 2-4 2 S406（210）

水 6 English for Global Politics ターロフスキー 2-4 2 S401（36）

木 1 A Short Introduction to Japanese Politics 衛藤　幹子　他４名 1-4 2 55年館 563（96）

水 5 Elementary Social Science B 佐崎　淳子 1-4 2 副題：International Organization S401（36）

金 4 Social Science A ポルトゥ 1-4 2 副題：Political Economy of Japan/East Asia I BT0905（24）

人間環境 金 5 Practice of Environmental Economics and Japan 國則　守生 1-4 2 BT0501（24）

火 3 International Security 湯澤　武 2-4 2 200 level　【下記(注1）参照】 S601（36）

木 1 Development Studies 安富  淳 2-4 2 200 level　【下記(注1）参照】 S602（36）

文 月 3 Comparative Culture (2) 小島　尚人 2-4 2 58年館 857（144）

GIS 木 3 Readings in Creative Nonfiction Bettridge 3-4 2 300 level　【下記(注1）参照】　 S603（36）

社会 金 2 English Drama I 滝沢 カレン 2-4 2 社会学部棟402（56）

社会 金 2 English Drama II 滝沢 カレン 2-4 2 春学期の初回授業で担当教員の許可を得ること。 社会学部棟402（56）

火 3 Elementary Humanities A ネルソン 1-4 2 副題：Japanese ArtsⅠ BT0701（24）

水 3 Elementary Humanities B バロース 1-4 2 副題：Introduction to British Ｃulture S401（36）

木 3 Elementary Information Technology 松田　裕幸 1-4 2 副題：Information DesignⅠ BT0604（30）

金 3 Elementary Career Development 有田　五郎 1-4 2 副題：Elementary Career Development BT0905（24）

月 1 Elementary Health and Physical Education ネメシュ　ローランド 1-4 2
副題：Introduction to Sports and Health Science
GIS科目「Physical Education Ⅱ」との重複履修は不可。
【下記（注4）参照】

F506（32）

月 4 Intercultural Communication E ロワゾー 1-4 2 副題：Introduction to Cultures of the French-Speaking World BT0508 LL（25）

火 3 Intercultural Communication G 山崎　佳子 1-4 2 副題：Introduction to Japan BT0902（24）

木 3 Intercultural Communication B 石原　紀子 1-4 2 副題：Language Teaching for Multicultural Understanding BT1005（24）

金 3 Intercultural Communication C 石原　紀子 1-4 2
副題：Politeness and Formality in Japanese, English, and
Beyond BT0602（24）

月 3 Natural Science A 宇野　真介 1-4 2
副題：Human Impact on the Global Environment
総合科目（含む公開科目）の「Human Impact on the Global
Environment」との重複履修は不可

Ｆ503（48）

月 3 Comparative Culture (3) 小島　尚人 2-4 2 富士見ｹﾞｰﾄ　G602(255)

金 2 Second Language Learning and Teaching ブライアン　ウィスナー 2-4 2 BT1005（24）

月 4 Religion and Society 田口 陽子 1-4 2 【下記(注2）参照】 55年館 571（96）

火 2 History of English 輿石　哲哉 3-4 2 【下記(注2）参照】 BT0803（30）

木 3 The History of Tourism マーク　フィールド 3-4 2
定員24名を超えた場合は国際文化学部生優先。同セメスターに
「英語アプリケーション(公開科目)」もしくは「Art, Rebellion and
Advertising」を履修する場合、履修不可。【下記(注2）参照】

BT0705（36）

火 3 History of Western Thought マーク　フィールド 2-4 2 【下記(注2）参照】 BT0906（24）

月 2 Art, Rebellion and Advertising
マーティン　ブラッド
ショー

3-4 2
定員24名を超えた場合は国際文化学部生優先。　同セメスターに
「英語アプリケーション(公開科目)」もしくは「The History of
Tourism」を履修する場合、履修不可。【下記(注2）参照】

BT0606（30）

水 1 Japanese Society and Sustainability 1 佐伯　英子 1-4 2 BT0604（30）

火 5 Japanese Rural Society 傅　凱儀 1-4 2 BT0701（24）

木 1 Studies for Environment and Society 傅　凱儀 1-4 2 BT0601（24）

木 4 Research Methods 1 佐伯　英子 1-4 2 BT0604（30）

木 3 Cultural Studies White 2-4 2 200 level　【下記(注1）参照】 S404（36）

月 3 Readings in World Literature Bettridge 1-4 2 100 level　【下記(注1）参照】 S602（36）

月 1 Social Psychology II 新谷　優 2-4 2 200 level　【下記(注1）参照】 S602（36）

月 3 Race, Class and Gender I: Concepts & Issues Khor 2-4 2 200 level　Prerequisiteあり　【下記(注1）参照】 S601（36）

水 3 Cultural Psychology 澤海  崇文 3-4 2 300 level　Prerequisiteあり　【下記(注1）参照】 S404（36）

金 3・4 Seminar: Language in the Mind II Evans 3-4 4 400 level　【下記(注1）参照】 S302（36）

金 3・4 Design Basics in English Bognar 2-4 2 T206（51）

金 3・4 Design Basics in English Lambiasi 2-4 2 T206（51）

金 3・4 Design Basics in English Sypkens 2-4 2 T207（51）

金 5・6 Design Basics in English Din 2-4 2 T207（51）

金 4 Foreign Language Exercise (English III) Kregg　Johnston 1-4 1 S204（36）

木 4 Foreign Language Exercise (English V) ジョン　バウマン 1-4 1 S501（30）

水 4 English Academic Writing I パティモア 1-4 1 F507（32）

木 2 English Academic Writing I バーンズ 1-4 1 BT0701（24）　

金 2 English Academic Writing I ニコルス 1-4 1 BT0505（24）

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 金 4 Foreign Language Exercise (English IV) Kregg　Johnston 1-4 1 S204（36）

水 4 English Academic Writing II パティモア 1-4 1 F507（32）　

木 2 English Academic Writing II バーンズ 1-4 1 BT0701（24）　

金 2 English Academic Writing II ニコルス 1-4 1 BT0505（24）

注１：

注2：

注3：

注4： ※裏面参照してください
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2016年度　領域別　グローバル・オープン科目時間割　           　※小金井キャンパスについては、2017年度から開講予定
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市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目「English Academic Writing I」「English Academic Writing II」に必要とされる英語能力基準は、TOEFL®ITP 430以上、または他
の英語能力試験の同等以上のスコア。

市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目「Elementary Health and Physical Education」はGIS生はGIS科目「Physical EducationⅡ」として履修すること。定員を超える受
講希望者がいた場合、GIS生と英語学位プログラム生が優先されます。

国際文化学部主催科目に必要とされる英語能力基準は、TOEFL® iBT 61-75、TOEFL®  ITP Level 1 500-539、TOEFL®ITP Level 2 500、TOEIC® 675-819、
IELTS 6.0、英検準1級程度。基準スコアに満たない、あるいはスコアを持っていない学生は、担当教員に相談すること。

GIS主催科目に必要とされる英語能力基準は、TOEFL®iBT 76点(PBT 540点)以上、IELTS（Academic Module）band 6.0以上、TOEIC® 820点以上、英検 準1級以
上。レベルによって前述以上のスコアが必要な場合があります。
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教室は市ヶ谷田町校舎　隔週開講
※履修希望者は、9/16（金）３限T412教室で開催予定の全クラ
ス共通の初回ガイダンスで授業日程が決定されますので、必
ず参加してください。

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

市ヶ谷ﾘﾍﾞﾗﾙ
ｱｰﾂｾﾝﾀｰ

秋
学
期

市ヶ谷ﾘﾍﾞﾗﾙ
ｱｰﾂｾﾝﾀｰ

春
学
期

市ヶ谷ﾘﾍﾞﾗﾙ
ｱｰﾂｾﾝﾀｰ

人間環境

日本語科目名称は「英語アカデミック・ライティングI」につき、
法・文・経営・国際文化学部の学生は4群選択科目「英語アカ
デミック・ライティングI」との重複履修は不可【下記(注3）参照】

日本語科目名称は「英語アカデミック・ライティングII」につき、
法・文・経営・国際文化学部の学生は4群選択科目「英語アカ
デミック・ライティングII」との重複履修は不可【下記(注3）参照】
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2016 年度グローバル・オープン科目時間割 

●グローバル・オープン科目とは？ 
2016 年度から開講されるキャンパス横断型の科目群で、次のような特長があります。 
 

★ すべての科目は英語を教授言語としています。 

★ １年次生から履修できる科目があります。 

★ 多くの科目が少人数で開講されます。 

★ 一定の単位修得で「修了証」が発行されます。 

 

●履修登録方法 

下記「履修上の注意」を読んで、各学部の「履修の手引き（履修要綱）」で内容を必ず確認し、他の科目と同じように各学部で定められた 

通常の履修登録期間内に登録手続きを行ってください。 

 

●履修上の注意 

・初回授業に必ず参加し、担当教員から履修許可を受けてください。定員のある授業では、選抜が行われる場合があります。 

・講義のテーマについてある程度の予備知識を必要とする科目もあります。初回授業前にシラバスを必ず読んで授業に臨んでください。 

・開講曜日・時限・教室等に変更がある場合や、レポート提出、試験等の情報は、主催学部等の掲示板に掲示されますので、ご注意ください。 

 ・開講校地は、原則として、各科目の主催学部等の所在地となります。特にキャンパスの間違いのないよう留意して計画をたててください。 

・他キャンパスの授業を受講する場合には、同一曜日に自学部の授業を受講できないなど制限がある場合があるため、各学部の履修の手引き

等で事前に確認してください。 

・市ヶ谷キャンパスの 2016 年度秋学期の時間割は、工事のため、１～５時限目の授業時間が変更されています。小金井あるいは多摩キャン 

パスから履修を考えている学生は特に留意してください。 

・市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目の履修について、法学部・文学部・経営学部・国際文化学部・人間環境学部・キャリアデザイン学 

部の学生は、市ヶ谷基礎科目として認定されますので、履修登録前に十分に留意して履修を決定してください。なお、定員を超える受講希 

望者がいた場合、秋学期からスタートする経営学部と人間環境学部の英語学位プログラムの新入学生が優先されます。 

・市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目には、市ヶ谷基礎科目・総合科目（含公開科目）で開講されている科目と連続または重複履修が出 

来ない科目があります（対象科目は市ヶ谷基礎科目掲示板を参照してください）。 

・秋学期科目の一部には、春学期に履修登録の意思を教員に表明し、履修許可を予め得る必要のある科目があります。秋学期科目の履修許可 

を得ないで春学期に登録した場合、履修を取り消される場合がありますので、十分に留意してください。 

  ・秋学期が最初のセメスターとなる秋季入学生や交換留学生は、その年度の春学期に履修することが前提となる科目があり、第一セメスター 

に履修できない場合があります。 

・国際文化学部・グローバル教養学部主催科目の履修については、一定の英語能力基準が必要です（詳細は裏面時間割を参照してください）。 

・デザイン工学部主催科目は、市ヶ谷田町校舎で開講されます。特に、9/16（金）3限に共通開催される初回授業には必ず出席してください。 

 ・単位の取り扱いについては、多くの学部で卒業所要単位として決められた単位数まで加算されます。単位認定に関する詳細や卒業進級の要 

件については、必ず各学部の「履修の手引き（履修要綱）」等で確認してください。履修登録時には他の専門科目と同様に年間履修の上限 

単位数に含まれます。 

 

 

●５つの領域について 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●修了証について  

  上述の各領域で 12単位以上取得した方には、所定の申請により「修了証」が発行されます。修了証の申請は、グローバル教育センターに 

て行います。詳細については、2016 年 12 月ごろに掲示等でご案内します。 

 

グローバル教育センター 

※裏面参照してください 

◆「ビジネス＆マネジメント」領域 
  多様なグローバル・ビジネスの現状に触れ，社会に貢献してゆくための基盤能力を養い、海外進出やグローバルブランド構築を考察する 

機会を提供します。中級・上級科目を進むに従い、ビジネスモデリングやビジネス実践に関するスキルも学べる、卒業後のキャリア形成 

に役立つ科目を用意しています。 

 
◆「ビジネス＆エコノミクス」領域 
  経済学のコンセプトを用いて、グローバルに展開する企業活動の現状や、国際競争力を持ったビジネスの可能性について考える力を身に 

つけます。世界経済の中の日本について歴史的な視点も入れながら学ぶとともに、ビジネス・コミュニケーションの実践的な基礎、さら 

に経済学や国際経済の基礎理論とともに世界の地域研究を学びます。 

◆「国際関係」領域 
  国際社会の仕組みや諸問題に対する理解を深めるために、伝統的な国際政治学だけでなく、国際政治経済学や国際法学、外交政策論、 

政治学、社会学等、様々な視点から学際的研究を行います。 

 
◆「社会と文化」領域 
  所属学部の専門分野以外にも目をむけ、グローバルリーダーとして活躍する人材に必要とされる知識をより広く学び、異文化理解、文学、 

歴史、思想、宗教、心理学、言語学などの学びを通して、文化や価値観の相違の認識を培う場を提供しています。 

 
◆「実践英語」領域 
  学部を越えて、より実践的な英語能力を磨くことのできる場を提供します。少人数で開講される授業を通じて、プレゼンテーションや語彙 

力の強化をはじめ、英語によるコミュニケーション能力をさら身につけたい方にお勧めします。 

 

３キャンパスの授業開始日は 

春学期： 4/ 7（木）  

秋学期： 9/16（金） 


